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平均・分散・標準偏差
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平均・分散・標準偏差の公式
資料の個数がN個,資料の変量がx1,x2,…,xNのとき 

資料の平均　,分散　,標準偏差sはそれぞれ次のようになる

x̄ =
x1 + x2 + x3 + … + xN

N

x̄

s2 =
(x1 − x̄)2 + (x2 − x̄)2 + (x3 − x̄)2 + … + (xN − x̄)2

N

s =
(x1 − x̄)2 + (x2 − x̄)2 + (x3 − x̄)2 + … + (xN − x̄)2

N

s2
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例題

クラスの人数は20人で,点数は上記のようになっている 
平均・分散・標準偏差を求める
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例題
• クラス20人の合計点は1360点なので平均は 

• 分散は 

• 標準偏差は

x̄ =
1360
20

= 68

s2 =
(−25)2 + (−21)2 + … + 162 + 232

20
=

3274
20

= 163.7

s = 163.7 ≈ 12.79
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平均・分散・標準偏差
(度数分布表から)
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平均・分散・標準偏差の公式

x̄ =
x1 f1 + x2 f2 + … + xn fn

N

度数分布表が　　　　　　　であるとき

s2 =
(x1 − x̄)2 f1 + (x2 − x̄)2 f2 + … + (x3 − x̄)2 f3

N

s =
(x1 − x̄)2 f1 + (x2 − x̄)2 f2 + … + (x3 − x̄)2 f3

N
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例題

上の度数分布表から,平均・分散・標準偏差を求める

!9



例題

• 階級値の点数の人が度数の人数分いると捉える

x̄ =
45 × 2 + 55 × 3 + 65 × 5 + 75 × 6 + 85 × 3 + 95 × 1

20
=

1380
20

= 69

s2 =
(−24)2 × 2 + (−14)2 × 3 + (−4)2 × 5 + 62 × 6 + 162 × 3 + 262 × 1

20
= 174

s = 174 ≈ 13.19
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平均・分散・標準偏差
(相対度数分布表から)
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平均・分散・標準偏差の公式

相対度数分布が　　　　　　　であるとき

x̄ = x1g1 + x2g2 + …xngn

s2 = (x1 − x̄)2g1 + (x2 − x̄)2g2 + … + (xn − x̄)2gn

s = (x1 − x̄)2g1 + (x2 − x̄)2g2 + … + (xn − x̄)2gn
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平均・分散・標準偏差
(ヒストグラムから)
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平均
ヒストグラムをx軸の一点で支えるとき 
バランスを取ることができる点
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分散・標準偏差
分散：資料の散らばり度合いを表したもの 
　→分散が大きいと散らばり方が大きい 
　→分散が小さいと散らばり方が小さい

標準偏差：分散の平方根であるので同様になる
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まとめ
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まとめ

• 平均：資料の変量の総和を資料の個数で割ったもの 

• 分散・標準偏差：資料の散らばり度合いを表したもの 

• ヒストグラム：度数分布を示すグラフ
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